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青森県におけるサケ科魚類相

原子 保1)

The Salmonidae Fauna of in Aomori Prefecture 

TamotsuH町ako1)

はじめに

........... 1988年に本県におけるサケ科Salmonidae魚類相

(原子， 1988)をまとめているが，その後新たな知

見が得られているので，それらを含めて棲息分布

状況の現状を明らかにする.

材料と方法

戸画、

1979年以降の報告書を資料とする.

2000-2001年に採捕記録があった種は， 0印で

記載する.

採捕は，エレクトリック・ショッカー，投網，

釣りで行い，ホルマリンで固定して持ち帰り，固

定終了後に同定する.

同定は，中坊(1995) に準じて同定し，益田

(1988)も合わせて使用する.

結果

県内90の湖沼河川と 7地先の沿岸域において，

11種類のサケ科salmonidaeの棲息分布を確認した

(表1).

0印の標本は，十和田湖及び与茂内川のブラウ

ントラウト Salmotruttaを除き，すべて青森県内水

1) 青森県内水面水産試験場 (AomoriFreshwater 

Fisheries Research Center， Towada， aomori 

034 -0041， Japan) 

面水産試験場で保管している.

今回の調査により今別川，与茂内川及び十和田湖

においてブラウントラウトを，岩木川(浅瀬石川支

流中野川)においてはヒメマスOncorhynchusnerka 

を初めて確認した.

考察

1.イトウ Hucho per叩i

近年大畑JlI(原子， 1992)及び八戸地先で確

認されているが，その個体数は極めて少ない.

サハリンでは，サケ・マス漁業により相当数

混獲されているが(ニコルスキー， 1982.，グリ

ツェンコ， 1976.，山城， 1983)，肉質が安定しな
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図1 主要調査湖沼河川位置
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いためあまり重要視されていない.それらは日

本にもサケとして輸入され，市場で見かける

(原子， 1991)ことがある.

1892年には小川原湖において，約 1tの漁獲量

があった(小川原湖漁協， 1990) と記録されて

いる.

しかしながら1916年から小川原湖にそそぐ坪

川上流域で鉱山開発(佐藤ほか， 1955)が始ま

り，上北鉱山が操業を始める 1936年頃から鉱毒

の廃出によって，坪川本流域と小川原湖の一部

の水域では，魚類等が棲息できなくなるほど汚

染が進行した.坪川は， 1920年から1930年後半

にかけて，サケが6，000尾近く採捕される県内有

数の湖上河川であった(佐藤ほか， 1955)が，

鉱山の本格操業が始まった1939年には 6尾にま

で減少してしまった.

多様な棲息環境を必要とする小川原湖のイト

ウは，田沢湖のクニマスOncorhynchuskawamurai 

(大島， 1981) と同様に鉱山の開発によって，幼

魚の主たる棲息場所であったと考えられる坪川

本流が失われたため，絶滅においやられた可能

性が高い.

2. オショロコマ Salvelinus malma malma 

1986年(吉田・原子， 1988) と1990年(原子，

1992)に束通村老部川において採捕された.

イワナ属Salvelinusもサケ属Oncorhynchusも幽門

垂の数は，高緯度に広範囲に分布している群ほ

どその数が多い(稲村， 1984.，帰山， 1990)こ

とが知られている.

したがって幽門垂の数(疋田， 1962.，斉藤ほ

か， 1984.，前川， 1973)から，いずれの個体も

北海道より高緯度地方の河川から降海し回避し

て来た個体と考えられた.

老部川に湖上して来た理由は明らかではない

が，宮城県の河川に湖上したカラフトマスO.gor-

buschaの例(帰山， 1984) もあるように，広範

囲な海域を移動回遊し河川湖上する魚種の，ご

くあたり前の行動ではないかと考えられた.

深紅色斑紋を持ったイワナ属の同定依頼がし

ばしばあるが，それらはすべてアメマスS.leuco-

maenis (石城， 1984)であり，青森県に河川残
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留型は棲息していないし，そのような低水温の

環境もない.

3. アメマス Salvelinus leucomaenis 

河川規模に関係なく，県内一円に普通に分布

(原子， 1988.，竹内ほか， 1985) し，降海型や大

型の河川湖上型が，多くの河川で確認されてい

る.本県に分布しているアメマスは，エゾイワ

ナあるいはニッコウイワナと呼称されることも

あるが，河川の規模や湖上型，河川湖沼残留型

にかかわらず，これらはすべてアメマスである.

体表面の斑紋色彩や斑紋の大きさは多岐にわ

たっているが，稲村(1984) らは調査の結果，

日本にはオショロコマとアメマスの 2種のみが

分布するとしている. 月、
これらの変異は，蝶のリュウキュウムラサキ

Hypolimnas bolinaなどで観察される，表現形体の

遺伝的多型と同様であると考えられる.

側線より下方の腹部，胸鰭，腹鰭，磐鰭及び

尾鰭下葉の紅色色彩は，魚体の大きさや棲息河

川によって大きく異なるが，カロチノイド系色

素(北原， 1978.，松野， 1982)供給源である，

端脚類や水棲昆虫類が多く棲息している河川で，

それらを多く捕食している個体ほど体色が濃い

紅色になっている傾向(右田， 1977)が認めら

れている.それらの色素は17種類ほど知られて

おり，組織部位によって色素組成は異なるが，

エピルティンやゼアキサンチンの組成割合が大 ，、
きい.

追良瀬川のサケ築で採捕された個体(原子，

1990)は，本県で記録した湖上型の最大の大き

きとなる 8年魚 (FL53.6cm，BW2.13kg)であっ

たが，山形県においてはFL58.0cm，9年魚の河

川残留型(木村， 1970)が採捕されている.こ

のことは，アメマスの場合棲息環境さえ許せば，

降海型や河川湖沼残留型にかかわらず，高齢と

なり大きく成長する特性を持っていることを示

していた.

しかし，河川工作物の建設によって，降海は

できるものの産卵場所まで湖上できない河川が

多く，大型湖上親魚による再生産は非常に困難

な状況となっており，白神山地のように遊漁者
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による上流域の乱獲が強まれば，河川によって

は短時間に個体数が減少し，遺伝的多様性にも

影響を与える可能性がある.

4.ブラウン卜ラウト Salmo trutta 

原産地はヨーロッパ (SCOTT，et.， 1973)で，

主鰭蓋骨から尾鰭上葉部にかけての体表に，白

色から乳白色に縁取られた比較的大きな黒斑紋

が，腹部を除く体全体に存在する.

側線付近には朱赤色斑紋が点在し，成魚にな

っても消失することはないが，鱗の下に隠れて

明瞭に確認できない個体もある.

2000年から2001年にかけて採捕(表1)され，

河川湖沼及び海での棲息分布が初めて確認(原

子ほか， 2002)された. 2+才(図2C)，約80g

A B 

C 。

図2 S. trutta及び:0.nerkaの鱗

A， B， C : S. trutta D: O. nerka 

でスモルト化していた.

今別川及び与茂内川においては幼魚からスモ

ルトまでが，十和田湖及び津軽海峡沿岸域 (表

2，図2A， B)では0.5-2.0kgの個体が採捕さ

れた.現在のところ河川放流に至った経緯や，

河川内での再生産に関する調査はまったく行な

われていない.

産卵期間が10月から 1月と長期間にわたり，

サクラマスの産卵場所と競合するため，ロシア

大陸におけるカラフトマスとサケ (Natsusake)

の関係 (ニコルスキー， 1982.，佐野， 1966)の

ように，先に湖上して形成した産卵床を後から

湖上して来た魚が掘り返すようなことになれば，

産卵期間の短いサクラマスは大きな被害を蒙る

可能性がある.

5.ニジマス Oncorhynchus mykiss 

7河川， 2沿岸域での記録があった.

奥入瀬川で採捕した個体(原子， 1989)は，

6.05kg，川内川(原子， 1990)は1.3kg，関根浜

地先で採捕された個体(原子， 1990)はアルビ

ノ・スモルトであった.

河川湖上する個体数は少ないものの，過去に

河川放流した個体の母川回帰と考えられた.

Neave (1958)によればサケ科Salmonidaeは，タ

イセイヨウサケ属Salmoからサケ属Oncorhynchus

へと進化したとしていたが，祖先型からタイセ

イヨウサケ属とサケ属とが並行的に進化したと

いう合理的な根拠(井田， 1981.，沼知， 1973) 

が得られている.

6.サクラマス Oncorhynchus masou 

50湖沼河川において棲息が確認され， 筆者等

の調査(原子ほか， 2002)において新たに 2河

川が加わった.

本県沿岸域ではほぼ通年にわたって漁獲され

るが，漁獲量は減少傾向(上原子， 2001)にあ

る.特に，日本海域における減少が著しい.

河川棲息期間が18ヵ月にも及ぶという，河川

に非常に依存した生態を保っているため，稚魚

から幼魚まで棲息でき，さ らに親魚が湖上し産

卵できるような，多様性に富んだ河川環境を必

要とする魚種である.
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7. カラフトマスOncorhynchusgorbuscha 

8河川と l沿岸域で確認されたが，陸奥湾を

除く海域には広く分布している.

大畑JIIから岩手県境にかけての大小河川に湖

上(原子， 1994) してくるが，陸奥湾では川内

111，日本海では追良瀬川に湖上することが知ら

れており，さらに多くの河川に湖上している可

能性がある.

湖上する個体数の変動は極めて著しく，ほと

んどの場合，魚体は1.5kg程度(原子， 1989.，原

子， 1990)であるが，老部川では 3kg近い個体

(原子， 1989)が湖上して来ることもある.

老部川や馬淵川支流の熊原川では， 6月中旬頃

から湖上が始まり， 9月上旬頃からは産卵行動

を観察することができる.

産卵後の積算温度から，遅くとも 11月中に癖

化し12月には降海してしまうと考えられ，北海

道に分布しているカラフトマスとは生態的に大

きく異なっているようであるが，詳しくは調査

されていない.

8.サケ Oncorhynchus keta 

40湖沼河川で棲息分布を確認した.

サケ稚魚を放流していない根井川等にも湖上

し産卵しているが，このような現象は単なる迷

入なのかどうか明らかではない.

日本海側の河川は，太平洋側の河川約64%の

種苗を放流している(上原子， 2001)にもかか

わらず，回帰尾数は太平洋海域の6.4%にすぎな

い. 1990年から種苗放流数に反比例して，急激

に親魚回帰率が低下する傾向(上原子， 2001) 

が認められる.

9.ギンザケ Oncorhynchus kisutch 

1987年(原子， 1989) と1988年(原子， 1990) 

に老部川において採捕された.

北海道の河川(益田， 1988)では，以前から

迷入する個体が知られていたが，岩手県や宮城

県で養殖を行うようになってからは，東北地方

の沿岸域で採捕される個体が目立つようになっ

た.

老部川のギンザケは，形質の測定結果から宮

城県で海中養殖しているオレゴン州産のギンザ

-26一
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ケ(吉田ほか， 1986) との一致を見た.宮城県

では， 1982年から毎年標識放流を実施している

が(吉田ほか， 1986)，これらの個体が湖上して

きた可能性が強い.

10. マスノスケ Oncorhynchustsha~scha 

太平洋沿岸域において晩秋から春季かけて少

数の個体が漁獲(原子， 1989)される.

鱗の形状はギンザケに類似するが，ほとんど

の個体は河川生活期を示す休止帯が1本(ごく

稀に 2本)と海洋生活期の休止帯が3本以上形成

されており，同じような形状を持つサケ科魚類

は，北太平洋海域では確認されていない.

塩垣 (1982)は東通村老部川へ湖上したと青

水試 (1973)の資料から引用しているが，形質 戸、

測定結果や鱗の写真などはなかったので，本報

告では採用しなかった.

11. ヒメマスOncorhynchusnerka 

十和田湖(長崎ほか， 1998)及び奥入瀬川

(吉田ほか， 1991)において棲息が確認されてい

たが，今回新たに浅瀬石川支流中野川(表 2，

図20)でも採捕された.

鱗の輪線は32本形成されており， 30本日から

最初の休止帯が形成されていた. 1 +才魚であっ

たが，十和田湖(長崎， 1996)の同年級群と比

較すると，成長は極めて良好で、あった.

標本の形質調査結果は表2のとおりであるが，

Hikita (1962)の北海道の河川に湖上したベニザ 員、
ケの形質とは異なり幽門垂数が少ないので，帰

山 (1990)が指摘しているように分布域が狭く，

低緯度に分布するほどその数が少ない(稲村，

1984) とすれば，十和田湖産のヒメマスである

可能性が極めて高かった.

しかし，中野川に棲息していた経緯はまった

く不明であった.
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表1 サケ科魚類の魚類相
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※岩木川のOn:浅瀬石川支流中野川

Hp: Huchopeロyi
Sm : S. malma malma 
Sl S. leucomaenis 
Omy : O. mykiss 
Om: O.masou 
Og : O. gorbuscha 
Oke: o. keta 
Oki : O. kisutch 
ot : o. tshawytscha 
On: O. nerka 

・:過去の調査結果の引用
0: 2ω0-2001年の調査及び提供資料によって
確認された魚種
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表2 サケ科魚類の形質測定結果

魚種名 S.trutta 

採捕月日 2000.10/31 

場 所 十和田湖
pゴ二、 長 52.0cm 

尾叉長 52.0cm 

体 重 1970.0g 

生殖腺重量 38.4g 
性 d' 
背鰭条数 11 

胸鰭条数(右) 8 

(左) 8 

腹鰭条数(右) 9 

(左) 9 

啓鰭条数 9 

飽把数(右) 7月12日

(左) 7月12日

幽門垂数 48 

年 齢 32+ 

その他 朱斑あり

写 真 A 

※浅瀬石川支流中野川

表3 魚類検索書による形質

蝿条数

背鰭

胸鰭

腹鰭

啓鰭

鯨把数

幽門垂数

S.leucomaenis 

10-14 

10-14 

13-14 

8-9 

8-11 

8-12 

12-19 

13-19 

18-34 

18-34 

S.tru回

20oo.win. 

津軽海峡

35.2 

34 

開6.5

0.7 

♀ 

13 

13 

13 

9 

9 

9 

8月11日

8月11日

44 
32+ 

朱斑なし

S.trutta 

9-14 

9-14 

13-14 

12-17 

9-10 

9-12 

9-12 

14-19 

14-19 

40-47 

30-60 

B 

上:中坊徹次編 ( 1993)日本産魚類検索ー全種の同定一

中.，富士也億三郎ほか (1981 )原色日本淡水魚類図鑑

S.trutta 

20∞.7/22 
今別川

18.1 

17.5 

73.5 

0.2 

♀ 

13 

13 

13 

9 

9 

9 

7月10日

7月10日

O.mykiss 

10-12 

10-12 

11-17 

14-17 

9-10 

10-12 

8-12 

16-22 

16-22 

59-69 

27-80 

60 
2+ 

Smolt 

C 

O.masou 

12-17 

10-18 

13-18 

12-17 

15-18 

9-11 

9-11 

12-17 

11-15 

13-18 

14-20 

14-22 

16-22 

36-68 

30-68 

35-68 

O.nerka 

2000.5/6 

浅瀬石川|※

19.6 

18.0 

74.9 

0.2 

♀ 

11 

15 

15 

10 

10 

14 

12月16日

12月16日

59 
1+ 

南中野

D 

O.keta 

10-16 

10-15 

11-16 

14-18 

11-21 

10-12 

10-12 

13-19 

13-16 

14-18 

19-21 

19-29 

21-25 

121-246 

121-246 

125-215 

下:Hikita， T‘ (1962) Ecological and morphological studies 01 the genus Oncorhyncus (Salmonidae) 

with pa同icularConsideration on Phylogeny. 

(北海道の河川で採捕したOncorhynchus属についての形質)

-28-

O.nerka 

10-11 

10-16 

12-17 

11-21 

9-12 

11-12 

13-16 

11-18 

15-19 

27-38 

29-44 

33-39 

50-95 

45-117 

80-117 
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青森県におけるサケ科魚類相

要 約

青森県内に11種のサケ科Salmonidaeの分布が確

認された.

トキシラズとして知られているNatsusakeが種と

して独立すれば，本県の河川沼湖沿岸域には12種

が分布していることになる.

新たに確認されたのは，ブラウントラウトS.加 t-

taで河川沼湖及び沿岸域という広範囲な場所で確認

された.

アメマス S.leucomaenisは，ほとんどの調査河川

に広く分布していた.

サクラマス O.masoulま，アメマスに次いで多く認

( められたが，流程が5凶未満の小河川には，ほと

んど分布していなかった.

戸、

サケO.ketaは，種苗放流を行っていない河川にお

いても分布が確認された.
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